


















































































































































類型 A B C D 分類不能 合計
男性 85 1 22 114 28 250
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青年期後期における｢孤独感｣と｢摂食態度｣との関連
後藤 佳代子
要旨:本研究は青年期後期における孤独感と摂食態度との関連について検討することを目的とした｡大学生491名(男
性250名,女性241名)を対象として,孤独感類型判別尺度 (LSO)と摂食態度調査票 (EAT-26)を施行した｡
分析の結果,男性の場合,個別性に気づくことにより摂食態度が摂食障害傾向を帯びるという結果が得られた｡
一方女性は孤独感類型に摂食態度の尺度合計得点の差がなくても,個別性の自覚の程度および他者との共感性の獲
得という2つの要因により,摂食態度の質に差異が現れることが示唆された｡
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